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4．地域の持続性 

概要 
漁業生産の状況(4.1) 

 ヒラメ瀬戸内海系群は、小型底びき網漁業(以下、小底, 兵庫県、岡山県、広島県、山口県、

香川県、愛媛県)、刺網(兵庫県、香川県、愛媛県)で大部分が獲られている。漁業収入はやや低

位で推移していた(4.1.1.1 2 点)。収益率と漁業関係資産のトレンドについては、全国平均値

の個人経営体のデータを用いた結果、4.1.1.2 は 5 点と高く、4.1.1.3 は 1 点と低かった。経営

の安定性については、収入の安定性、漁獲量の安定性ともに 4 点とやや高かった。漁業者組

織の財政状況は 5 点と高かった。操業の安全性は 5 点と高かった。地域雇用への貢献は高い

と判断された(4.1.3.2 5 点)。労働条件の公平性については、漁業で特段の問題はなかった

(4.1.3.3 3 点)。 

加工・流通の状況(4.2) 

 買受人は各市場とも取扱数量の多寡に応じた人数となっており、セリ取引、入札取引によ

る競争原理は概ね働いている(4.2.1.1 4 点)。取引の公平性は確保されている(4.2.1.2 5 点)。

関税は冷凍は基本が 3.5%であるが、各種の優遇措置を設けている(4.2.1.3 3 点)。卸売市場整

備計画等により衛生管理が徹底されている(4.2.2.1 5 点)。仕向けは多くが高級食材である

(4.2.2.2 5 点)。労働条件の公平性も特段の問題はなかった(4.2.3.3 3 点)。以上より、本地域

の加工流通業の持続性は高いと評価できる。 

地域の状況(4.3) 

 先進技術導入と普及指導活動は行われており(4.3.1.2 4 点)、物流システムは整っていた

(4.3.1.3 5 点)。地域の住みやすさは全体平均で 3 点であった(4.3.2.1)。水産業関係者の所得水

準はやや低い(4.3.2.2 2 点)。漁具漁法及び加工流通技術における地域文化の継続性は高い

(4.3.3.1 及び 4.3.3.2 5 点)。 

 

評価範囲 
① 評価対象漁業の特定 

 小底(兵庫県、岡山県、広島県、山口県、香川県、愛媛県)、刺網(兵庫県、香川県、愛媛県) 

② 評価対象都道府県の特定 

 兵庫県(瀬戸内海)、岡山県、広島県、山口県(瀬戸内海)、香川県、愛媛県(瀬戸内海) 

③ 評価対象漁業に関する情報の集約と記述 
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 評価対象都道府県における水産業並びに関連産業について、以下の情報や、その他後述す

る必要な情報を集約する。 

1) 漁業種類、制限等に関する基礎情報 

2) 過去 11 年分の年別水揚げ量、水揚げ額 

3) 漁業関係資産 

4) 資本収益率 

5) 水産業関係者の地域平均と比較した年収 

6) 地域の住みやすさ 
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4.1 漁業生産の状況 

4.1.1 漁業関係資産 

4.1.1.1 漁業収入のトレンド 

 漁業収入の傾向として、4.1.2.1 で算出したヒラメ漁獲金額のデータを利用した。関係県(あ

るいは県別大海区)の各漁業による漁獲金額を参照し､過去 9 年のうち上位 3 年間の平均と参

照期間の最新年(2015年)の漁獲金額の比率を算出したところ､小底(兵庫県(瀬戸内)): 0.55(2点)､

その他の刺網(兵庫県(瀬戸内)): 0.94(4 点)､小底(岡山県): 0.71(3 点)､小底(広島県): 0.51(2 点)､小

底(山口県(瀬戸内)): 0.61(2 点)､小底(香川県): 0.74(3 点)､その他の刺網(香川県): 0.88(4 点)､小底

(愛媛県(瀬戸内)): 0.46(1 点)､その他の刺網(愛媛県(瀬戸内)): 0.60(2 点)となった。これら県ごと

の 2018 年漁法別漁獲量で重みづけした加重平均を行い県別の得点を算出すると、兵庫県(瀬

戸内):3 点､岡山県:3 点､広島県:2 点､山口県(瀬戸内):2 点､香川県:3 点､愛媛県(瀬戸内):1 点とな

った。さらに、これらを各県の 2018 年漁獲量で重みづけした加重平均を行い全体の得点を算

出し、2 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

50%未満 50-70% 70-85% 85-95% 95%を超える 

 

4.1.1.2 収益率のトレンド 

 漁業経営調査報告には、漁業種類別かつ都道府県別のデータはないため、漁業種類別のデ

ータを用いて分析を実施する。漁業経営調査(農林水産省 2010～2019)のうち個人経営体統計

の主とする漁業種類別統計を用いて 2014～2018 年の(漁労利益/漁業投下資本合計)の平均値

で評価する。刺網については、3 トン未満、3～5 トン、5～10 トン、10～20 トンのカテゴリ

のデータを使用し 114%､63%、135%、121%より、5 点とする。小底については、3～5 トンの

カテゴリのデータ 160%を使用し 5 点とする。これにより総合点も 5 点とする。 

1点 2点 3点 4点 5点 

0.1未満 0.1-0.13 0.13-0.2 0.2-0.4 0.4以上 

 

4.1.1.3 漁業関係資産のトレンド 

 漁業経営調査報告(農林水産省 2010～2019)には、漁業種類別かつ都道府県別のデータはな

いため、漁業種類別のデータを用いて分析を実施する。漁業経営調査個人経営体統計のその

他の刺網(3 トン未満、3～5 トン、5～10 トン、10～20 トン)、小底(3～5 トン)を用いて過去 10

年のうち最も高い漁業投下固定資本額の 3 年間の平均値と参照期間の最新年(2015 年)で比較

して評価する。その他の刺網(81%で 3 点､59%で 2 点､49%で 1 点､73%で 3 点)で平均 2 点、小

底 34%で 1 点となり、各県・漁業別漁獲量で加重平均して 1 点と評価した。 
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1点 2点 3点 4点 5点 

50%未満 50-70% 70-85% 85-95% 95%を超える 

 

4.1.2 経営の安定性 

4.1.2.1 収入の安定性 

 漁業種類ごとの漁獲金額が公表されていないことから、農林水産省の漁業・養殖業生産統

計(農林水産省)より、関係県(あるいは県別大海区)の「ひらめ」総漁獲量に占める評価対象漁

業種類による漁獲量の割合を年別で算出し、これを本系群の漁獲金額として用いることで、

最近 9 年間(2006～2015 年)の漁獲金額の安定性を評価した。同漁業における 9 年間の平均漁

獲金額とその標準偏差の比率を求めたところ、小底(兵庫県(瀬戸内)): 0.18(4 点)､その他の刺網

(兵庫県(瀬戸内)): 0.15(4 点)､小底(岡山県): 0.14(5 点)､小底(広島県): 0.29(3 点)､小底(山口県(瀬

戸内)): 0.42(2 点)､小底(香川県): 0.18(4 点)､その他の刺網(香川県): 0.37(3 点)､小底(愛媛県(瀬戸

内)): 0.24(3 点)､その他の刺網(愛媛県(瀬戸内)): 0.21(4 点)となった。これらを 2018 年漁獲量で

重みづけした加重平均を行い県別の得点を算出すると、兵庫県(瀬戸内)：4 点、岡山県：5 点、

広島県：3 点、山口県(瀬戸内)：2 点、香川県：4 点、愛媛県(瀬戸内)：3 点となった。さらに、

これらを 2018 年漁獲量で重みづけした加重平均を行い全体の得点を算出し、4 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

1以上 0.40-1 0.22-0.40 0.15-0.22 0.15未満 

 

4.1.2.2 漁獲量の安定性 

 4.1.2.1 と同様、農林水産省の漁業・養殖業生産統計を参照し、最近 9 年間の関係県(あるい

は県別大海区)の評価対象漁業種類によるヒラメ漁獲量の安定性を評価した。各漁業について

9 年間の平均漁獲量とその標準偏差の比率を求めたところ、小底(兵庫県(瀬戸内)): 0.21(4 点)､

その他の刺網(兵庫県(瀬戸内)): 0.10(5 点)､小底(岡山県): 0.12(5 点)､小底(広島県): 0.28(3 点)､小

底(山口県(瀬戸内)): 0.21(4 点)､小底(香川県): 0.20(4 点)､その他の刺網(香川県): 0.26(3 点)､小底

(愛媛県(瀬戸内)): 0.27(3 点)､その他の刺網(愛媛県(瀬戸内)): 0.25(3 点)となった。これらを県ご

との 2018 年漁法別漁獲量で重みづけした加重平均を行い県別の得点を算出すると、兵庫県

(瀬戸内):4 点､岡山県:5 点､広島県:3 点､山口県(瀬戸内):4 点､香川県:4 点､愛媛県(瀬戸内):3 点

となった。これらを各県の 2018 年漁獲量で重みづけした加重平均を行い、4 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

1以上 0.40-1 0.22-0.40 0.15-0.22 0.15未満 
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4.1.2.3 漁業者団体の財政状況 

 兵庫県、岡山県、広島県、山口県、香川県、愛媛県の小底、兵庫県、香川県、愛媛県の刺網

漁業を営む経営体は、主に沿海漁協に所属している。兵庫県、岡山県、広島県、山口県、香川

県、愛媛県の沿海漁協の経常利益(都道府県単位)は黒字であった(農林水産省 2020a)。以上よ

り 5 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

経常収支は赤字となっているか、または

情報は得られないため判断ができない 

. 経常収支はほぼ

均衡している 

. 経常利益が黒字

になっている 

 

4.1.3 就労状況 

4.1.3.1 操業の安全性 

 2018 年の水産業における労働災害及び船舶事故による死亡者数のうち、評価対象漁業にお

ける事故であることが特定されたか、もしくは、評価対象漁業である可能性を否定できない

死亡者・行方不明者数は、兵庫県 2 人、岡山県 0 人、広島県 0 人、山口県 0 人、香川県 0 人、

愛媛県 0 人であった(厚生労働省労働局 2019, 運輸安全委員会 2020)。海面漁業従事者数は、

利用可能な最新のデータ(2018 年)では、兵庫県 4,840 人であった(農林水産省 2020b)。したが

って、1,000 人当たり年間死亡者数は、兵庫県 0.41 人(4 点)、岡山県 0 人(5 点)、広島県 0 人(5

点)、山口県 0 人(5 点)、香川県 0 人(5 点)、愛媛県 0 人(5 点)となる。以上より、漁獲量で重み

づけした平均点は 4.71 点なので、5 点を配点する。ただし、評価対象漁業のうち小型底びき

網漁業は、１人乗りの操業や夜間操業が多く、海中転落やネットローラーでの巻き込み事故

の危険性もある漁業の一つとみなされており、漁業協同組合等ではしばしば注意喚起がなさ

れている。 

1点 2点 3点 4点 5点 

1,000人漁期当たりの死

亡事故1.0人を超える 

0.75-1.0人 0.5-0.75人 0.25-0.5人 1,000人漁期当たりの

死亡事故0.25人未満 

 

4.1.3.2 地域雇用への貢献 

 水産業協同組合は主たる事務所の所在地に住所を構えなければならないことが法律に定義

されており(水産業協同組合法第 6 条)、その組合員は組合が定める地区内に住所又は事業所

を有する必要がある(同法第 18 条)。そして漁業生産組合で構成される連合会も当該地区内に

住居を構える必要がある(同法第 4 章第 88 条)。法務省ほか(2017)によれば、技能実習制度を

活用した外国人労働者についても、船上において漁業を行う場合、その人数は実習生を除く

乗組員の人数を超えてはならないと定められている。以上のことから対象漁業の就業者は全

て当該地区内に居住しているとして 5 点を配点する。 
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1点 2点 3点 4点 5点 

事実上いない 5-35% 35-70% 70-95% 95-100% 

 

4.1.3.3 労働条件の公平性 

 対象県のヒラメ漁業において、2020 年 9 月 17 日現在で公表されている労働基準関係法令

違反による送検事案はなかった(セルフキャリアデザイン協会 2020)。他産業では賃金の不払

いや違法な時間外労働を行わせた事例等があったものの、ヒラメ漁業における労働条件の公

平性は比較的高いと考えられる。以上より 3 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

一部被雇用者のみ待遇が

極端に悪い、あるいは、

問題が報告されている 

. 能力給、歩合制を除き、被雇用者に

よって待遇が極端には違わず、問題

も報告されていない 

. 待遇が公

平である 

 

4.2 加工・流通の状況 

4.2.1 市場の価格形成 

 ここでは各水揚げ港(産地市場)での価格形成の状況を評価する。 

4.2.1.1 買受人の数 

 兵庫県には 41 か所の魚市場がある。このうち年間取扱量が 100 トン未満の市場が 6 市場、

100～500 トン未満の市場が 15 市場あり、全体の約 9 割が年間取扱量 5,000 トン未満の市場と

なっている。市場買受人数に着目すると、50 人以上登録されている市場が 3 市場、20～50 人

未満の登録が 19 市場、10～20 人未満の登録が 12 市場、5～10 人未満が 4 市場、買受人が 5

人未満の小規模市場も 3 市場存在している(農林水産省 2020c)。 

 岡山県には 15 か所の魚市場がある。このうち年間取扱量が 100～500 トン未満の市場が 11

市場あり、全体の約 9 割が年間取扱量 3,000 トン未満の市場となっている。市場買受人数に

着目すると、50 人以上登録されている市場が 3 市場、20～50 人未満の登録が 5 市場、10～20

人未満の登録が 3 市場、5～10 人未満が 1 市場、買受人が 5 人未満の小規模市場も 3 市場存

在している(農林水産省 2020c)。 

 広島県には 13 か所の魚市場がある。このうち年間取扱量が 100 トン未満の市場が 6 市場、

100～500 トン未満の市場が 3 市場あり、全体の約 8 割が年間取扱量 3,000 トン未満の市場と

なっている。買受人数に着目すると、50 人以上登録されている市場は 5 市場、20～50 人未満

の登録が 3 市場、10～20 人未満の登録が 1 市場、5～10 人未満の市場が 4 市場となっている

(農林水産省 2020c)。 

 山口県には 28 か所の魚市場がある。このうち年間取扱量が 100 トン未満の市場が 8 市場、

100～500 トン未満の市場が 8 市場あり、全体の約 9 割が年間取扱量 5,000 トン未満の市場と
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なっている。買受人数に着目すると、50 人以上登録されている市場は 11 市場、20～50 人未

満の登録が 9 市場、10～20 人未満の登録が 5 市場、買受人が 5 人未満の小規模市場も 3 市場

存在している(農林水産省 2020c)。 

 香川県には 11 か所の魚市場がある。このうち年間取扱量が 100 トン未満の市場が 2 市場、

100～500 トン未満の市場が 7 市場あり、全体の約 9 割が年間取扱量 3,000 トン未満の市場と

なっている。買受人数に着目すると、50 人以上登録されている市場は 3 市場、20～50 人未満

の登録が 2 市場、10～20 人未満の登録が 5 市場、買受人が 5～10 人未満の市場が 1 市場存在

している(農林水産省 2020c)。 

 愛媛県には 29 か所の魚市場がある。このうち年間取扱量が 100 トン未満の市場が 6 市場、

100～500 トン未満の市場が 13 市場あり、全体の約 9 割が年間取扱量 5,000 トン未満の市場と

なっている。買受人数に着目すると、50 人以上登録されている市場は 6 市場、20～50 人未満

の登録が 10 市場、10～20 人未満の登録が 5 市場、5～10 人未満の市場が 8 市場となっている

(農林水産省 2020c)。 

 兵庫県、岡山県、広島県、山口県、香川県、愛媛県では、産地市場に多くの買受人が登録さ

れている。このことから市場の競争の原理は働いており、公正な価格形成が行われている。

一方、兵庫県、岡山県、山口県には小規模市場がある。水揚げ量が少なく、自ずと買受人も少

ない。このような小規模市場では漁獲物の特性によって買受人がセリ・入札に参加しない可

能性があり、セリ取引、入札取引による競争原理が働かない場合も生じる。買受人 5 人未満

の市場がない広島県、香川県、愛媛県を 4.5 点とし、兵庫県、岡山県、山口県は 4 点とする。

漁獲量に基づく加重平均である総合評価は、4 点となる。 

1点 2点 3点 4点 5点 

利用できる情報はない . 少数の買受人が存在する . 多数の買受人が存在する 

 

4.2.1.2 市場情報の入手可能性 

 2020 年 6 月 21 日に改正された卸売市場法が施行された。この第 4 条第 5 項により、業務

規程により定められている遵守事項として、取扱品目その他売買取引の条件を公表すること

とされ、また、卸売りの数量及び価格その他の売買取引の結果等を定期的に公表することと

された。また、従来規定されていた「県卸売市場整備計画」に係る法の委任規定が削除され

たことから、これまで各県が作成していた卸売市場整備計画を廃止する動きもあるが、これ

まで整備計画で定められていた事項は引き続き守られていくと考えられる。各県が作成して

いる卸売市場整備計画では、施設の整備、安全性確保、人の確保等と並んで、取引の公平性・

競争性の確保が記載されている。水揚げ情報、入荷情報、セリ・入札の開始時間、売り場情報

については公の場に掲示されるとともに、買受人の事務所に電話・ファックス等を使って連
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絡されるなど、市場情報は買受人に公平に伝達されている。これによりセリ取引、入札取引

において競争の原理が働き、公正な価格形成が行われていると考えられる(兵庫県 2016, 岡山

県 2017, 広島県 2017, 山口県 2017, 香川県 2017, 愛媛県 2017)。以上より 5 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

利用できる

情報はない 

. 信頼できる価格と量の情報が、次の市

場が開く前に明らかになり利用できる 

. 正確な価格と量の情

報を随時利用できる 

 

4.2.1.3 貿易の機会 

 2020 年 4 月 1 日時点でのヒラメの実効輸入関税率は基本 5%であるが、WTO 協定を締結し

ているものに対しては 3.5%となっており、また経済連携協定を結んでいる国は無税～1.9%の

関税率となっている(日本税関 2020)。以上より 3 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

貿易の機会を与

えられていない 

. 何らかの規制により公正

な競争になっていない 

. 実質、世界的な競争市場に規

制なく参入することが出来る 

 

4.2.2 付加価値の創出 

 ここでは加工流通業により、水揚げされた漁獲物の付加価値が創出される状況を評価する。 

4.2.2.1 衛生管理 

 香川県では、「第 10 次香川県卸売市場整備計画」(2017 年 3 月)に則り、県内の産地卸売市

場及び小規模市場は、県及び市町村が定める衛生基準に照らして管理されている(香川県 

2017)。 

 兵庫県では、「兵庫県卸売市場整備計画(第 11 次)」(2016 年 4 月)に則り、県内の産地卸売市

場及び小規模市場は、県及び市町村が定める衛生基準に照らして管理されている(兵庫県 

2016)。また、「兵庫県食品衛生管理プログラム」を制定し、衛生管理の徹底を図ってきた(兵

庫県 2020)。 

 岡山県では、「岡山県卸売市場整備計画(第 10 次)」(2017 年 3 月)に則り、県内の産地卸売市

場及び小規模市場は、県及び市町村が定める衛生基準に照らして管理されている(岡山県 

2017)。 

 広島県では、「広島県卸売市場整備計画(第 10 次計画)」(2017 年 2 月)に則り、県内の産地卸

売市場及び小規模市場は、県及び市町村が定める衛生基準に照らして管理されている(広島県 

2017)。 

 山口県では、「山口県卸売市場整備計画(第 10 次計画)」(2017 年 3 月)に則り、県内の産地卸

売市場及び小規模市場は、県及び市町村が定める衛生基準に照らして管理されている(山口県 
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2017)。 

 愛媛県では、「第 10 次愛媛県卸売市場整備計画」(2017 年 3 月)に則り、県内の産地卸売市

場及び小規模市場は、県及び市町村が定める衛生基準に照らして管理されている(愛媛県 

2017)。また、「愛媛県自主衛生管理認証制度」を制定し、衛生管理の徹底を図っている(愛媛

県 2020)。 

 各県とも、5 年に一度改定される卸売市場整備計画に則り、産地卸売市場及び小規模市場

は、県及び市町村が定める衛生基準に照らして管理されてきた。ただし、2020 年 6 月 21 日に

改正された卸売市場法が施行され、従来規定されていた、「県卸売市場整備計画」に係る法の

委任規定が削除されたことから、これまで各県が作成していた卸売市場整備計画を廃止する

動きもあるが、これまで整備計画で定められていた事項は引き続き守られていくと考えられ

る。また、各県とも、食品の安全性を確保するための自主的管理認証制度を制定しており、

県・市町村の衛生基準の徹底とあわせて衛生管理が徹底されている。なお、2018 年 6 月 13 日

に食品衛生法等の一部が改正され、すべての食品等事業者を対象に HACCP に沿った衛生管

理に取り組むこととなったため、自主的管理認証制度についての取扱が変更される場合もあ

ると思われる。以上より 5 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

衛生管理が不十分で問題

を頻繁に起こしている 

. 日本の衛生管理基

準を満たしている 

. 高度な衛生管理

を行っている 

 

4.2.2.2 利用形態 

 ヒラメは高級魚で沿岸漁業の重要な漁獲対象種となっている(前原 1992, 五利江ほか 2005)。

また、マダイと並び称される白身の高級魚である。冷凍や加熱をすると刺身としての品質と

価値が落ちるため(Sugita-Konishi et al. 2014)、その多くが活魚あるいは鮮魚で流通する。なお、

山口県では笠戸ヒラメのブランド化に取り組んでいる(やまぐちの農林水産物需要拡大協議

会事務局 2020)。これらのことから、大半が活魚、生鮮(高級消費用)と判断されることから、

5 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

魚粉/動物用餌/

餌料 

. 中級消費用（冷凍、

大衆加工品） 

. 高級消費用（活魚、

鮮魚、高級加工品） 

 

4.2.3 就労状況 

4.2.3.1 労働の安全性 

 2018 年の水産食品製造業における労働災害による死傷者数は、兵庫県 20 人、岡山県 5 人、

広島県 31 人、山口県 21 人、香川県 5 人、愛媛県 19 人であった(厚生労働省 2019a)。2018 年
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の水産関連の食料品製造業従事者数は、兵庫県 5,845 人、岡山県 1,111 人、広島県 4,140 人、

山口県 3,856 人、香川県 1,390 人、愛媛県 3,245 人であった(経済産業省 2020)。したがって、

1,000 人当たり年間死傷者数は、兵庫県 3.42 人、岡山県 4.50 人、広島県 7.49 人、山口県 5.45

人、香川県 3.60 人、愛媛県 5.86 人となる。評価対象の点数は、兵庫県 4 点、岡山県 3 点、広

島県 1 点、山口県 3 点、香川県 4 点、愛媛県 5 点となる。以上より、漁獲量で重みづけした

点数は 3.40 点となり、3 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

1,000人年当たりの

死傷者7人を超える 

7人未満6人以

上 

6人未満4人以上 4人未満3人以上 1,000人年当たり

の死傷者3人未満 

 

4.2.3.2 地域雇用への貢献 

 2018 年漁業センサスによれば、ヒラメを漁獲する各県における沿海地区の水産加工会社数

は、兵庫県瀬戸内海区 147 ヶ所、岡山県 39 ヶ所、広島県 146 ヶ所、山口県瀬戸内海区 54 ヶ

所、香川県 91 ヶ所、愛媛県瀬戸内海区 120 ヶ所となっている(農林水産省 2020d)。全都道府

県の加工会社数の平均と比較すると、兵庫県瀬戸内海区 3 点､岡山県 1 点､広島県 3 点､山口県

瀬戸内海区 2 点､香川県 3 点､愛媛県瀬戸内海区 3 点となることから、各県の漁獲量による加

重平均値は 3 点となる。 

1点 2点 3点 4点 5点 

0.3未満 0.3以上0.5未満 0.5以上1未満 1以上2未満 2以上 

 

4.2.3.3 労働条件の公平性 

 対象県のヒラメに関わる加工・流通業者において、2020 年 9 月 17 日現在で公表されてい

る労働基準関係法令違反による送検事案はなかった(セルフキャリアデザイン協会 2020)。他

産業では賃金の不払いや違法な時間外労働を行わせた事例等があったものの、ヒラメに関わ

る加工・流通における労働条件の公平性は比較的高いと考えられるため、3 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

一部被雇用者のみ待遇が

極端に悪い、あるいは、

問題が報告されている 

. 能力給、歩合制を除き、被雇用

者によって待遇が極端には違わ

ず、問題も報告されていない 

. 待遇が公平

である 

 

4.3 地域の状況 

4.3.1 水産インフラストラクチャ 

4.3.1.1 製氷施設、冷凍・冷蔵施設の整備状況 

 ヒラメを漁獲する兵庫県内の冷凍・冷蔵倉庫数は 113 工場あり、冷蔵能力は 620,600 トン
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(冷蔵能力を有する 1 工場当たり 5,642 トン)、1 日当たり凍結能力 4,149 トン、冷凍能力を有

する 1 工場当たり 1 日当たり凍結能力 63.8 トンである(農林水産省 2020d)。 

 岡山県内の冷凍・冷蔵倉庫数は 41 工場あり、冷蔵能力は 59,932 トン(冷蔵能力を有する 1

工場当たり 1,577 トン)、1 日当たり凍結能力 10,045 トン、冷凍能力を有する 1 工場当たり 1

日当たり凍結能力 372 トンである(農林水産省 2020d)。 

 広島県内の冷凍・冷蔵倉庫数は 78 工場あり、冷蔵能力は 142,686 トン(冷蔵能力を有する 1

工場当たり 1,902 トン)、1 日当たり凍結能力 1,627 トン、冷凍能力を有する 1 工場当たり 1 日

当たり凍結能力 30.7 トンである(農林水産省 2020d)。 

 山口県内の冷凍・冷蔵倉庫数は 124 工場あり、冷蔵能力は 139,972 トン(冷蔵能力を有する

1 工場当たり 1,157 トン)、1 日当たり凍結能力 7,192 トン、冷凍能力を有する 1 工場当たり 1

日当たり凍結能力 79.0 トンである(農林水産省 2020d)。 

 香川県内の冷凍・冷蔵倉庫数は 74 工場あり、冷蔵能力は 124,685 トン(冷蔵能力を有する 1

工場当たり 1,685 トン)、1 日当たり凍結能力 4,623 トン、冷凍能力を有する 1 工場当たり 1 日

当たり凍結能力 98.4 トンである(農林水産省 2020d)。 

 愛媛県内の冷凍・冷蔵倉庫数は 123 工場あり、冷蔵能力は 137,798 トン(冷蔵能力を有する

1 工場当たり 1,209 トン)、1 日当たり凍結能力 7,673 トン、冷凍能力を有する 1 工場当たり 1

日当たり凍結能力 101 トンである(農林水産省 2020d)。 

 各県とも好不漁によって地域間の需給アンバランスが発生することもあるが、商行為を通

じて地域間の調整は取れている。地域内における冷凍・冷蔵能力は水揚げ量に対する必要量

を満たしていると考えられるため、5 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

氷の量

は非常

に制限

される 

氷は利用できるが、

供給量は限られ、し

ばしば再利用される

か、溶けかけた状態

で使用される 

氷は限られた

形と量で利用

でき、最も高

価な漁獲物の

みに供給する 

氷は、いろいろな形で

利用でき、氷が必要な

すべての魚に対して新

鮮な氷で覆う量を供給

する能力がある 

漁港において氷

がいろいろな形

で利用でき、冷

凍設備も整備さ

れている 

 

4.3.1.2 先進技術導入と普及指導活動 

 兵庫県における小底及び刺網漁業では、神戸市漁業協同組合女性部が部員による料理教室

の開催に取り組んでいる。これらの活動は、近年、地元生協と連携した料理教室、さらには

一般市民向けの食生活改善や食育のイベントへと発展してきている(井上 2020)。山口県にお

ける小底では、新南陽市漁業協同組合婦人部が売り物にならない魚を加工販売することによ

って所得向上に取り組んでいる(河畑 2002)。香川県における小底では、四海漁業協同組合協

議会が漁業者、漁協、自治体の連携によるヒラメの中間育成を実施していたほか(島本 1998)、

庵治漁業協同組合小型機船底曳網漁業部会が全国に先駆けて週休 2 日制を導入するなど、積
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極的な資源管理に取り組んでいる(藤本 2000)。さらに、同県における刺網漁業では、本島漁

業協同組合女性部が平成 14 年に発生した山火事によって焼失した森林を再生するため、地元

漁業者、自治体、そして、地域外のボランティアとの連携による植樹活動に取り組んでいる。

活動を通じて漁業者の環境保全意識が高まるなど、波及効果もあらわれている(松成 2006)。

愛媛県では、新居浜市垣生漁業協同組合婦人部が加工施設の整備を契機に市場で値のつかな

い未利用魚(小魚､小エビ)を加工し、干物、ジャコ天及びエビ天として販売している(三宅 

1997)。なお、岡山県の小底については、普及指導員の存在が確認された一方で、先進技術の

導入に関する資料・報告が入手できなかったため、兵庫県、山口県、香川県及び愛媛県に 5 点、

広島県、岡山県に 3 点を配点する。以上より 4 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

普及指導活動が

行われていない 

. 普及指導活動が部分的

にしか行われていない 

. 普及指導活動が行われ、最

新の技術が採用されている 

 

4.3.1.3 物流システム 

 Google Map により各県でヒラメを主に水揚げしている漁港から地方、中央卸売市場、貿易

港、空港等の地点までかかる時間を検索すると、幹線道路を使えば複数の主要漁港から中央

卸売市場への所要時間は 2 時間半前後であり、ほとんどの漁港から地方卸売市場までは 1 時

間前後で到着できる。また空港、貿易港までも遅くとも 2 時間以内に到着可能であり、経営

戦略として自ら貿易の選択肢を選ぶことも可能である。以上より 5 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

主要物流ハブ

へのアクセス

がない 

. 貿易港、空港のいずれかが近

くにある、もしくはそこへ至

る高速道路が近くにある 

. 貿易港、空港のいずれもが近

くにある、もしくはそこへ至

る高速道路が近くにある 

 

4.3.2 生活環境 

4.3.2.1 地域の住みやすさ 

 地域の住みやすさの指標となる、「住みよさランキング」(東洋経済新報社 2020)による住み

よさ偏差値の各県瀬戸内海区沿海市の平均値を用いて評価した。住みよさ偏差値の値は、兵

庫県 49.35(3 点)､岡山県 50.11(3 点)､広島県 49.31(3 点)､山口県 50.81(3 点)､香川県 49.13(3 点)､

愛媛県 49.76(3 点)であり、漁獲量による加重平均は 3 点となる。 

1点 2点 3点 4点 5点 

「住みよさラン

キング」総合評

価偏差値が47以

下 

「住みよさラン

キング」総合評

価偏差値が47－

49 

「住みよさラン

キング」総合評

価偏差値が49－

51 

「住みよさラン

キング」総合評

価偏差値が51－

53 

「住みよさラン

キング」総合評

価偏差値が53以

上 
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4.3.2.2 水産業関係者の所得水準 

 本系群を漁獲する漁業の所得水準は、持代(歩)数 1.0 の従業員 1 人あたり月給が、その他刺

網で 397,394 円であった(国土交通省 2019)。また、2018 年漁業経営調査の個人経営体調査か

ら、漁労所得をもとに 1 ヶ月当たりの給与に換算すると、小底 3～5 トンで 278,917 円となる。

これに対して、企業規模 10～99 人の男性平均値月給は、兵庫県 394,217 円、岡山県 351,400

円、広島県 362,492 円、山口県 347,417 円、香川県 352,308 円、愛媛県 327,600 円(厚生労働省 

2019b)となり、比較すると小底はすべて 2 点となる。その他刺網も全て 2 点となるため全体

でも 2 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

所得が地域平

均の半分未満 

所得が地域平

均の50-90% 

所得が地域平均の

上下10%以内 

所得が地域平均

を10-50%超える 

所得が地域平均

を50%以上超える 

 

4.3.3 地域文化の継承 

4.3.3.1 漁具漁法における地域文化の継続性 

 底びき網の原型である｢打瀬網」は、宝永年間(1704～1711)に泉州岸和田地方で創業された。

安芸国御調郡三庄村では享保年間(1716～1736)は手繰り網漁を行っていたが、後に打瀬網漁法

に改めている。伊予国宇和郡では明治初年に、安芸からこの漁法を導入したという。近世後

期以降、打瀬網が各地に伝えられた(二野瓶 1999)。1952 年には「小型機船底びき網漁業整理

特別措置法」を制定して減船が行われた。その後 1965 年に宇和海における小底業界から禁止

の解除を望む陳情書が出され、1965 年 10 月に漁業調整委員会がこれを採択した(愛媛県 

1985a)。磯建網漁業は共同漁業権漁業として行われているが、特にブームとなり出したのは

1960 年ごろからである(愛媛県 1985b)。これらの経緯は、伝統的な漁具漁法を継承しつつ発

展してきた地域の漁業を示しており、5 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

漁具・漁法

に地域の特

徴はない 

. 地域に特徴的な、あるいは伝統的

な漁具・漁法は既に消滅したが、

復活保存の努力がされている 

. 地域に特徴的な、あるいは

伝統的な漁具・漁法により

漁業がおこなわれている 

 

4.3.3.2 加工流通技術における地域文化の継続性 

 文部省唱歌「浦島太郎」の「鯛(たい)や比目魚(ひらめ)の舞踊(まいおどり)」という一節に

あるように、古来よりヒラメはマダイと並び称され珍重されてきた。養殖技術の向上により

庶民の味になりつつあるとの見方もあるが(西潟 2014)、特に国産天然ものは依然として白身

魚を代表する高級魚として扱われている。「左ヒラメの右カレイ」というが、「ひらめ」とは

東京近郊だけで使われていた言葉で、『物類呼称』(1775 年刊)には「かれい・ひらめ、畿内西
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国ともにかれいと称す。江戸にては大なる物をひらめ、小なるものをかれいと呼ぶ。然れど

も類同じくして種(しゅ)異なり」とあり、江戸時代中期ごろまではヒラメとカレイの区別は明

確ではなかった(松下 2012)。 

 現在ヒラメはカレイ目魚類のなかで最も美味とされ、寿司種として珍重されるが、刺身、

昆布締め、煮物、焼き物、蒸し物、煮つけ、椀物のほか、バター焼き、ムニエル、グラタン等

の西洋料理にも使われる。捌くときは通常５枚おろしといって、背骨を中心に背側の身２枚

と腹側の身２枚に切り分ける。全国各地で一年中漁獲されるが、産卵前には身に脂がのって

味がよく「寒ビラメ」の名で高値で取引される。「寒ビラメ」は俳句では冬の季語にもなって

いる(金田 2007)。背鰭と尻鰭の付け根にある紡錘状の筋肉は縁側(エンガワ)と呼ばれる。弾力

があって美味なうえ、１尾からわずかしかとれない希少部位で、刺身や寿司種として珍重さ

れる。生鮮向けに氷冷出荷され、活魚で流通するものも多い(河野ほか 2020)。白さと味のよ

さに加えて、加熱すると蒲鉾等に向く弾力が得られることから、一部で高級練り製品の原料

にも利用される(日本かまぼこ協会 2014)。また、低脂肪・高たんぱくで消化がよいため、初

期から使える離乳食の食材として広く認識され、利用されている(MAMADAYS 編集部 2020)。 

 これまでは寿司種や高級食材として料亭等で多く使用されてきたが、兵庫県淡路地方では

ヒラメは冬を代表する魚であり、冬のごちそうとして骨つきの大きな切り身に薄い醤油味を

つけて｢炊き込みご飯｣を作ったという記述もある(柏木 1992)。現在はインターネットを通じ

て産地直送の活〆ヒラメを全国の一般家庭でも入手できるようになった。これらの経緯は、

伝統的な加工調理法を継承しつつ発展してきた地域の様子を示しており、5 点を配点する。 

1点 2点 3点 4点 5点 

加工・流通技術

で地域に特徴的

な、または伝統

的なものはない 

. 地域に特徴的な、あるいは伝

統的な加工・流通技術は既に

消滅したが、復活保存の努力

がされている 

. 特徴的な、あるいは

伝統的な加工・流通

がおこなわれている

地域が複数ある 
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